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北
村
透
谷
の
詩
人
観
形
成
と
エ
マ
!
ソ
ン
受
容

ー
ー
そ
の
思
想
的
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
|
|

松
村

友
視

明
治
五
年
六
月
、
岩
倉
具
視
ら
米
欧
使
節
団

行
が
ボ
ス
ト
ン
で
講
演
を
聴
い
た
こ
と
を
塙
矢
と
し
て
、
近
代
日
本
の
思
想
形
成
に
エ
マ

1

-266 

ソ
ン
(
同
巳
芸
者
包
号
開
B
O
B
。P
5
0凶
l
H
∞∞
N
)

が
与
え
た
影
響
は
広
範
多
岐
に
及
ぶ
が
、

文
学
界
に
お
け
る
本
格
的
な
受
容
に
限
っ
て
い
え
ば
、

第
一
に
徳
富
蘇
峰
、

そ
し
て
北
村
透
谷
に
注
目
さ
れ
る
。

蘇
峰

『
静
思
余
録
』

(
明
お
・

5

の
自
然
観
を
引
き
つ
つ
、
透
谷
は
蘇
峰
を
「
東
洋
の
一
エ
マ
ル
ソ
ン
」
と
呼
ん
だ
(
「
「
静
思
余
録
」
を
読
む
」

明
M
・
6
J
。
透
谷
自
身
の
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
も
蘇
峰
経
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
透
谷
は
民

友
社
の
依
頼
に
よ
っ
て
「
十
二
文
豪
」
シ
リ
ー
ズ
中
の
一
冊
と
し
て

『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
(
明
幻
・

4
)
を
執
筆
し
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ

(英

語
題
E

刊
さ
丘
忘
ミ

sミ
ト
ミ
ミ
句
3
)

は
、
蘇
峰
の
欧
米
思
想
受
容
の
種
本
と
い
う
べ
き
云

RE---s社
刊
の
E

同
晃
司
忌
ミ

sミ
ト
丘
町
内
ミ
リ
シ

リ
l
ズ

(HS∞
lzs
持
巻
)
を
原
型
と
す
る
。

た
だ
し
同
社
か
ら
は
別
に
E

吋
毛
色
忘
同
諸
~
九
旬
、
N
h
S
R
ミ
R
3
3

シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、



十
二
巻
の
形
態
は
後
者
を
範
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
評
論
で
あ
り
、

『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
透
谷
が
主
と
し
て
参
照
し
た
の
も
、
蘇
峰
が
拠
っ
た
の
と
同
じ

Z
E
F
Fュ
ミ
と
冨
旦
宮
者
〉
E
。E

一
部
に
は
翻
訳
に
近
い
対
応
関
係
も
認
め
ら
れ
る
。

他
方
、
透
谷
は

『
エ
マ
ル
ソ
ン
』

の
序
文
に
「
エ
マ
ル
ソ
ン
全
集
一
巻
は
今
吾
人
と
与
に
あ
り
」
と
述
べ
、
「
余
と
難
も
エ
マ
ル
ソ
ン
全
集

を
悉
く
読
み
た
る
に
は
あ
ら
ず
」
と
本
文
で
記
し
て
い
る
。

エ
マ

l
ソ
ン
の
出
身
校
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
の
エ
マ

i
ソ
ン
関
係
文

献
を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
「
エ
マ
ル
ソ
ン
』
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
エ
マ

l
ソ
ン
全
集
」
と
呼
べ
る
文
献
は
以
下
の
六
点
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
に
一
巻
本
の
全
集
は
な
い
。

①
ヨ
ヱ
》
さ
も
を
尽
き
き
ミ

~
g
q
g
S同
5
3
3一
Y
-
一
円
。
足
。
ロ
一
回
。
ロ
侍
巴
釦
E
F
E
F
H
∞斗。

②
同
豆
町
、
8
3ぜ
事
庁
、
古
一
∞
E
E向
島

-
5
5ミ
包
・
二
h
F

〈・一回。∞件。口一回。己
m
F
Sロ
宇
田
B
E
-
-
∞∞い

-267-

③
同
s
q
s
~込
町
。
s
h
w
r
R
=守、雪山
HN22m日
仏

oa-一
HY-
一回。∞件。口一回。

a
z
g宮間回目
P
H
∞∞凶

1
8

④
同
ミ

5
5む
き
も
守
尽
き
き
一

-Y-一
P
Z
E
m
o…E
5
2』号
p
a
p
-∞
∞
ぃ
ー
ョ

⑤
同
き
q
s
s
w
g
q
E二
h
F

〈・一一回
g
E口一回。ロ
m
F
Sロ
富
民
E
P
H
∞
∞
ω
ー
ョ

⑥
同
s
q
g
a
一町内。
s
h
u
r
R
g寸
込
h
H
M〈・一一回。∞件。口一回。ロ
m
F
S
F
Y島
内
出

E

S与
の
。
ょ
戸
∞
∞
∞

こ
の
う
ち
④
の

E
5
5
ι
o
p
g∞
は
国
g
m
E
Sロ
富
民
間
百
の
系
列
出
版
社
で
あ
り
、
②
以
降
は
同
一
の
本
文
系
統
と
考
え
て
よ
い
。

『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
中
で
透
谷
が
言
及
し
て
い
る
十
一
編
の
エ
ッ
セ
イ
は
い
ず
れ
の
版
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
一
篇
の
み
引
用
さ
れ
て
い

る
原
詩

Eg尽
き
ま
'
匂
SN3
の
本
文
に
若
干
の
異
動
が
あ
る
。
『
エ
マ
ル
ソ
ン
」
に
お
け
る
原
詩
引
用
自
体
に
不
正
確
さ
が
目
立
つ
も
の
の
、

注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
連
第
五
行
末
尾
弓
♀
ダ
」
と
第
六
行
末
尾
「
己
g
B
L
の
あ
と
に
、

z
g
m
E
S
富
民
臣
ロ
版
系
統
の
本
文
に
付
さ



れ
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ
が
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
形
の
本
文
を
持
つ
の
は
回
巳
7
持
ロ
色
色
可
版
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
巻
本
は
エ
マ

l
ソ
ン
生
前

に
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
「
全
集
」
で
あ
る
た
め
、
凶
ミ
足
立
き
手
町
。
丘
え
と
さ
3

2
∞
試
)
な
ど
の
晩
年
の
著
作
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
エ
ッ
セ
イ
群
へ
の
透
谷
の
言
及
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
原
詩
の
引
用
が
「
エ
マ

1
ソ
ン
全
集
」
に
拠
っ
た
と
仮

定
一す
方る
限

主り
マ、普
ル宗
'ロー
ソ の
Ib:，い

執っ

筆之
唾棄
V) L一ー

春日
が互
最ー
晩 RP
年宮
の.q:
主主 『司

縄張
;1犬土

票Z
安品

安産
出主

伝書
つ.
な

て る
自
ら
稿
を
ブ巳

成
さ
せ
る

コミ
ニヒ

ら
な
か
っ
た

と

は
、
島
崎
藤
村
「
北
村
透
谷
の
短
き
一
生
」
(
大
元

-m)
に
証
言
が
あ
る
。
完
成
稿
に
至
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
エ
マ

l

ソ
ン
理
解
が
透
谷
自
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
シ
リ
ー
ズ
物
の
評
伝
と
い
う
性
格
を
考
え
て
も
、
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
は
、

透
谷
の
エ
マ

l
ソ
ン
理
解
の
深
度
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
て
も
エ
マ

i
ソ
シ
受
容
の
全
体
像
を
示
し
た
も
の
と
は
い
い
難
い
。
そ
の
意
味
で
、

活
動
の
初
期
に
遡
っ
て
影
響
関
係
を
洗
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

L
U
 

ウ
M

従
来
、
透
谷
に
お
け
る
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
研
究
の
多
く
が
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
を
対
象
と
し
て
い
る
点
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
透
谷
の
文
学

透
谷
の
著
作
に
エ
マ

i
ソ
ン
の
名
と
そ
の
引
用
が
現
れ
る
の
は
、

エ
マ

l
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
イ

E
h
ミ
~
(
戸
∞
土
)
を
ふ
ま
え
た
「
厭
世
詩
家

と
女
性
」
(
明
ぉ
・

2
が
最
初
で
あ
り
、

一
般
に
こ
れ
が
透
谷
の
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
の
嘱
矢
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
直
接
の
引
用
・
言
及
の
有

無
に
限
ら
ず
、
そ
の
思
想
的
な
受
容
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、

エ
マ

l
ソ
ン
受
容
の
起
点
を
さ
ら
に
遡
っ
て
想
定
し
得
る
は
ず
で
あ
り
、
同

時
に
そ
れ
は
、
透
谷
の
詩
人
観
の
形
成
過
程
を
よ
り
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
エ
マ
!
ソ
ン
の
基
本
思
想
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



E 

エ
マ

i
ソ
ン
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
神
学
部
な
ど
で
学
ん
だ
の
ち
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
教
会
の
牧
師
に
な
る
が
、
自
ら
の
思
想
的
傾
向
と
の
違

和
や
形
骸
化
し
た
教
会
儀
式
へ
の
反
援
な
ど
か
ら
一
八
三
二
年
に
教
会
を
離
れ
、
以
後
、
講
演
と
著
述
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
超
越
主
義

(HEHZ8ロ
円
目
。
ロ
仲
間
巴
町
田
)

の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
く
。

エ
マ

l
ソ
ン
最
初
の
著
作
で
あ
る

『
自
然
』

(
Z
E
R
H∞
示
)
は
、
そ
の
基
本
思
想
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
位
置
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
、
と
く
に
、
「
自
然
」
の
統
一
ー
ー
多
様
の
な
か
の
統
一
ー
ー
が
理
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
統
一
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
わ

れ
わ
れ
の
目
に
ふ
れ
る
。
(
中
略
)

一
枚
の
葉
、

一
滴
の
水
、

一
個
の
結
晶
体
、

一
瞬
の
時
間
、
こ
う
い
う
も
の
は
、
全
体
に
関
係
し
て

。フぷu
q
L
 

い
て
、
全
体
の
も
つ
完
全
性
を
お
び
て
い
る
。

こ
の
「
統
こ
は
非
常
に
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
が
、
自
然
の
一
番
下
の
衣
の
さ
ら
に
下
に
あ
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
り
、

そ
の
根
源
が
「
普
遍
の
精
神
」
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
分
子
は
小
宇
宙
で
あ
り
、
世
界
の
相
似
性
を
忠
実
に
示
し
て
い
る
。
(
中
略
)

(
『
自
然
』
)

自
然
の
多
様
性
の
中
に
、
そ
の
奥
底
を
貫
く
「
統
こ
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
発
想
は
エ
マ

l
ソ
ン
思
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
「
統
一
」
を
エ
マ

l
ソ
ン
は

E
C
E
q一3
あ
る
い
は

E
d
E
a
a巳
∞
立
岳
3

と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
後
の
著
作
の
中
で
、
そ
れ
は
「
。

5
5
a

(
一
な
る
者
)
」
「
O〈
R
ー
∞
。
己
(
大
霊
)
」
「
∞
丘
V
5
5
0
回

8
E
m
(至
上
者
)
」
あ
る
い
は
「
。
。
色
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
の
だ
が
、
「
自
然
」

を
根
源
で
統
括
す
る
普
遍
的
な
理
念
を
指
し
て
い
る
点
で
根
本
的
な
意
味
は
一
貫
し
て
い
る
。

わ
け
で
も
エ
マ

I
ソ
ン
思
想
の
最
も
重
要
な
点
は
、
そ
の
「
。

5
5
g」
と
「
自
然
」
と
「
人
間
の
精
神
」
と
の
関
係
の
と
ら
え
方
に
あ

る



ス
ピ
リ
ッ
ト

我
々
は
、
至
上
の
者
が
、
人
間
の
魂
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
。
(
中
略
)
「
至
高
の
存
在
者
」
と
し
て
の
精
神
は
、
我
々
の
周
囲

に
自
然
を
作
ら
ず
に
、
ち
ょ
う
ど
樹
木
の
生
命
が
、
古
い
枝
と
葉
の
細
孔
か
ら
新
し
い
枝
と
葉
を
通
し
て
現
わ
れ
出
る
よ
う
に
、
自
然

が
、
わ
れ
わ
れ
を
通
し
て
現
わ
れ
出
る
よ
う
に
す
る
。

(
『
自
然
』
)

人
間
の
中
に
は
全
体
の
精
神
、

つ
ま
り
、
賢
明
な
沈
黙
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
部
分
、
あ
ら
ゆ
る
分
子
が
平
等
の
関
係
を
も
っ
て
い
る

普
遍
的
美
、
す
な
わ
ち
永
遠
の
「
こ
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
「
大
霊
」
】
∞
h
F
H
)

す
な
わ
ち
「
自
然
」
は
「
C
ロ
82ω
」
の
具
体
的
か
つ
多
様
な
現
れ
で
あ
り
、
人
間
の
精
神
も
ま
た
「
。

5
5
g」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
根
源
に
お
い
て
同
一
で
あ
り
、
そ
し
て
人
間
は
「
自
然
」
を
通
し
て
そ
の
奥
底
の
「
。
ロ
8
2∞
」
に
触
れ
る
、
と
い

「。ロ
8
0∞
∞
」
と
「
自
然
」
と
「
精
神
」
と
の
こ
う
し
た
対
応
関
係
を
エ
マ

l
ソ
ン
は
「

8
肖

0
4
0
E
8
8」
と
呼
ん
だ
。
「
自
然
」
と
「
精

-270-

う
構
造
で
あ
る
。

神
」
と
の

g
R
g唱。
E
8
8
と
い
う
考
え
方
は
、
従
来
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の

8
月

2
3
E
2
8
思
想
に
根
拠
を
求
め
る
の
が
一
般
的

だ
が
、
そ
の
契
機
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
求
め
得
る
と
し
て
も
、
エ
マ

l
ソ
ン
の
「
自
然
」
論
は
、
「
自
然
」
と
「
精
神
」
の
神
秘
的
な

8
肖

g-u。ロ色。ロ
8
で
は
な
く
、
「
。
ロ
8
2∞
」
と
の
関
係
構
造
を
前
提
に
据
え
た
認
識
論
で
あ
る
点
で
本
質
的
に
異
な
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら

(
5
)
 

泳

、

E

O

A
L
V
L
V
 

そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
。

5
5
2」
と
「
自
然
」
と
「
精
神
」

の
関
係
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
、
と
り
わ
け
、
「
自
然
」
と
「
精

神
」
の
根
源
に
「
絶
対
者
」
(
含
∞
〉
宮
。
Z
B
)
を
と
ら
え
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
を
同
一
の
も
の
と
し
て
了
解
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
・

同
一
哲
学
の
認
識
構
造
に
、
む
し
ろ
き
わ
め
て
正
確
に
符
合
す
る
。



た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

エマ
l
ソ
ン
の
も
う
ひ
と
つ
の
中
心
的
思
想
で
あ
る
芸
術
論
、
と
り
わ
け
詩
人
論
を
併
せ
て
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

E
 

エマ
l
ソ
ン
の
自
然
論
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
論
理
で
、
そ
の
ま
ま
詩
人
論
に
結
び
つ
く
。

サ
イ
ン

一
、
言
葉
は
自
然
の
事
実
の
印
で
あ
る
。

二
、
特
定
の
自
然
の
事
実
は
、
特
定
の
精
神
的
事
実
の
象
徴
で
あ
る
。

三
、
自
然
は
精
神
の
象
徴
で
あ
る
。

(
「
自
然
』
)
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次
第
に
我
々
は
、
自
然
の
永
久
的
な
事
物
の
根
源
的
な
意
味
を
知
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
世
界
は
、
我
々
に
と
り
、

聞
か
れ
た
書
物
と
な
り
、
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
は
、
そ
の
か
く
れ
た
生
命
や
究
極
の
原
因
を
現
わ
す
で
あ
ろ
う
。

(
『
自
然
』
)

自
然
の
な
か
に
入
る
唯
一
の
道
は
、
我
々
の
最
上
の
洞
察
力
を
働
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
、
我
々
は
さ
ら

に
高
い
詩
人
と
な
り
、
さ
ら
に
深
い
法
則
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
「
自
然
の
方
法
」
-
∞
h
F
H
)

自
然
物
は
、
ち
ょ
う
ど
文
章
の
中
の
単
語
の
よ
う
に
、
均
衡
の
取
れ
た
宇
宙
の
中
で
、
そ
の
部
分
を
な
し
て
い
る
。
(
中
略
)
そ
し
て
、

も
し
自
然
の
事
物
の
真
の
秩
序
が
わ
か
っ
た
ら
、
詩
人
は
、
事
物
の
神
聖
な
意
味
を
、
ち
ょ
う
ど
経
典
を
読
む
よ
う
に
、
整
然
と
読
み



と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

(
「
詩
と
創
造
力
」
-
∞
、
改
)

0
5
5
a
ゃ
。
〈
21∞
。
己
と
自
然
と
は
一
種
の
象
徴
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
は
言
語
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
こ
こ
に

は
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
は
我
々
に
対
し
て
根
源
的
な

0
5
5
g
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
を
投
げ
か
け
て

い
る
、
そ
の
意
味
で
個
々
の
自
然
は
文
章
中
の
単
語
に
あ
た
り
、
自
然
は
、
全
体
と
し
て
「
聞
か
れ
た
書
物
」
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
、
と

い
う
論
理
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
現
象
と
し
て
の
自
然
は
、
そ
の
根
源
の
。
ロ

8
0∞ω
を
読
み
と
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
詩
人
は
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
読

む
こ
と
で
根
源
的
な

C
5
5
g
に
到
達
す
る
。
そ
し
て
、
別
な
箇
所
で
の
エ
マ

l
ソ
ン
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
そ
れ
を
「
メ
ト
そ
ミ
i
」
す

な
わ
ち
換
聡
に
よ
っ
て
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
言
語
に
置
き
換
え
る
の
が
詩
人
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
エ
マ

l
ソ

能
力
を
も
っ
た
あ
る
種
の
人
々
を
、

エ
マ

i
ソ
ン
は
「
詩
人
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
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ン
に
あ
っ
て
は
、
詩
人
は
表
現
者
で
あ
る
前
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
優
れ
た
「
自
然
の
読
解
者
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
高
度
の

エ
マ

l
ソ
ン
の
詩
人
論
を
支
え
る
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
考
え
方
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
。

テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
自
然
の
中

か
ら
。

5
5
g
あ
る
い
は

0
5
?∞
。
巳
に
到
達
す
る
方
法
は
必
ず
し
も
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
哲
学
は
思
弁
的
な
分
析
に
よ
っ
て
そ

こ
に
「
真
理
」
を
と
ら
え
、
科
学
は
断
片
的
な
分
析
を
重
ね
る
こ
と
で
統
一
的
な
「
理
論
」
に
い
た
る
。
し
か
し
詩
人
は
、
直
感
も
し
く
は

霊
感
に
よ
っ
て
自
然
の
内
奥
の
秘
密
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
霊
感
を
得
た
者
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
l
ド
さ
れ
た
者
こ
そ
が

「
詩
人
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
真
理
は
、

一
つ
の
厳
し
い
制
約
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
、
こ
れ
は
直
感
的
真
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
宣
(
理
は
、
間
接
に
は
受
け
取
ら
れ
な
い
。

(
「
神
学
部
講
演
」
H

∞凶∞)



詩
人
は
、
自
然
の
事
実
を
精
神
の
事
実
に
変
え
る
変
形
を
行
い
、
こ
れ
を
完
成
す
る
力
を
自
覚
す
る
。
我
々
が
、
は
じ
め
て
聞
く
も
の

は
、
す
べ
て
精
神
が
予
期
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
最
新
の
発
見
は
す
で
に
予
期
さ
れ
て
い
た
。
精
神
の
こ
の
拡
大
さ
れ
た
能
力
を
我
々

は
「
霊
感
」
と
呼
ぶ
。

(
「
霊
感
」

E
也
吉
足
。
F
H
∞
-a)

こ
の
よ
う
に
し
て
、
根
源
的
な
「
こ
と
し
て
の

0
5
5
g
あ
る
い
は
。
〈
22∞
。
己
と
、
自
然
と
、
人
間
の
精
神
は
、
言
語
と
詩
人
と
を

媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
感
を
通
し
て
体
系
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

真
理

(
Oロ
g
g∞)
の
直
感
的
把
握
と
い
う
発
想
も
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
人
間
の
観
念
も

し
く
は
精
神
も
、
客
体
と
し
て
の
物
質
や
自
然
も
、
と
も
に
同
じ
「
絶
対
者
」
の
形
を
変
え
た
現
れ
で
あ
り
、
具
体
と
し
て
の
自
然
を
通
し
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た
「
絶
対
者
」
の
認
識
は
知
的
直
観
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
客
観
と
主
観
、
自
然
と
精
神
の
同
一
性
の
最

高
の
表
現
形
態
は
芸
術
に
あ
る
と
し
、
そ
の
統
一
を
と
ら
え
る
方
法
的
概
念
と
し
て
「
芸
術
的
直
観
」
を
据
え
た
。
次
は
シ
ェ
リ
ン
グ
「
芸

術
の
哲
学
」
(
Z
S
1
0
5
の
引
用
で
あ
る
。

美
と
は
実
在
的
な
も
の
と
し
て
直
観
さ
れ
る
限
り
で
の
絶
対
者
で
あ
る
。

真
の
無
限
を
自
然
の
無
限
の
う
ち
に
直
観
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
、

一
般
に
人
間
と
い
う
も
の
が
習
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
詩
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
自
然
に
お
け
る
相
対
的
な
偉
大
さ
が
崇
高
と
な
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
絶
対
的
な
偉
大
さ
の
象
徴
に
す
る
と
い
う
し

か
た
で
、
こ
れ
を
直
観
す
る
者
に
対
し
て
だ
か
ら
で
あ
る
。

芸
術
に
お
け
る
象
徴
関
係
に
つ
い
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
。



普
遍
的
な
も
の
と
特
殊
な
も
の
と
の
絶
対
的
な
無
差
別
を
伴
っ
て
絶
対
者
を
特
殊
な
も
の
の
内
に
提
示
す
る
こ
と
は
、
た
だ
象
徴

(∞可
H
H
H
σ

♀
)
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は
観
念
的
な
る
も
の
と
実
在
的
な
る
も
の
と
の
綜
合
し
た
有
機
的
世
界
像
を
想
定
し
、
そ
の
根
源
的
な
理
念
を
「
世
界
霊

者
O
Z
8
0
目
。
」
と
呼
ん
だ
。

エ
マ

I
ソ
ン
の
い
う
「
大
霊
。
〈
RI∞
。
己
」
は
こ
の
概
念
に
き
わ
め
て
近
い
。
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
で
透
谷
が
唯
一
原

文
を
引
用
し
て
い
た
エ
マ

l
ソ
ン
の
詩

E
S尽
き
是
l
h
S
1
は
「
世
界
最
一
正
」
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
い
て
「
絶
対
者
」
は
次
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

本
質
性
を
有
す
る
も
の
は
た
だ
一
つ
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
な
る
も
の
を
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
自
己
の
内
に
受
け
入

れ
、
ま
た
こ
の
一
な
る
も
の
の
形
式
を
特
殊
な
も
の
と
し
て
自
己
の
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
こ
の
一
な
る
も
の
を
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通
し
て
本
質
性
を
有
す
る
。

原
文
で
「
巴
ロ
∞
」
と
示
さ
れ
る
根
源
的
な
理
念
と
し
て
の
「
一
な
る
も
の
」
が
、
エ
マ

l
ソ
ン
の
い
う
「
。
ロ

8
0∞
∞
」
と
正
確
に
符
合
す
る

こ
と
も
明
白
、
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
管
見
に
よ
る
限
り
、

エ
マ

I
ソ
ン
が
シ
ェ
リ
ン
グ
に
直
接
言
及
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

カ
l
ラ
イ
ル
は
、
い
ず
れ
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲

学
・
芸
術
哲
学
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
て
自
ら
の
超
越
主
義
思
想
を
形
成
し
た
詩
人
・
思
想
家
で
あ
り
、
こ
れ
も
初
期
か
ら
エ
マ
l
ソ
ン
が

し
か
し
、

エ
マ

l
ソ
ン
が
初
期
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
、

関
心
を
寄
せ
た
た
ゲ
l
テ
の
自
然
観
が
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
と
き
わ
め
て
深
く
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
賛
言
を
要
さ
な
い
。

斎
藤
光
の
評
伝
『
エ
マ
ソ
ン
』
(
昭
刀
・

5
、
研
究
社
出
版
)
に
よ
れ
ば
、

エ
マ

l
ソ
ン
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
カ

l
ラ
イ
ル
と
コ

l
ル
リ
ッ
ジ

は
、
ゲ
l
テ
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
文
学
と
カ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
哲
学
へ
の
導
き
手
と
し
て
の
意
味
を
担
っ
て
お
り
、
「
一
八
三

O



ー
四

0
年
代
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
文
学
と
ド
イ
ツ
哲
学
が
ニ
ュ

i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
イ
ン
テ
リ
の
聞
に
旋
風
の
よ
う
に
流
行
」
し
て
い
た
。

さ
ら
に
同
著
に
よ
れ
ば
、
一
八
三
四
年
当
時
、
エ
マ

l
ソ
ン
の
周
囲
に
同
・
同

O
R
W
O
と
い
う
ド
イ
ツ
研
究
の
専
門
家
が
い
た
ほ
か
、
一
八
三
五

年
四
月
の
カ

i
ラ
イ
ル
宛
書
簡
で
エ
マ

l
ソ
ン
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
に
詳
し
い
同
国
・
国

amoと
い
う
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
牧
師
を
編
集
者

と
し
て
雑
誌
発
行
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ゲ
ー
テ
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
、

カ
i
ラ
イ
ル
と
の
関
わ
り
ゃ
そ
の
思
想
内
容
か
ら
み
て
、
こ
の
時
期
に
受
容
さ
れ
た
ド
イ
ツ
観
念
論
の
中
心

は
、
カ
ン
ト
で
は
な
く
シ
ェ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
、
だ
ろ
う
。

コ

jレ

ツ

ン

な
ど
を
訪
問
し
た
帰
、ノ」

1容

の
船
上
で
一一寸

自
炊

論
が
構
相ー

さ八，
れ3三

年

か
け
て
の
ヨ

ロ
ツ

旅
行
で
カ

フ

一
八
三
六
年
に
執
筆
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

イ
jレ

れ
ば
、
そ
の
中
間
期
に
あ
た
る
ド
イ
ツ
思
想
へ
の
関
心
が
シ
ェ
リ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
思
想
系
譜
の
受
容
で
あ
っ
た

父
親
が
エ
マ

l
ソ
ン
と
親
交
の
あ
っ
た
次
世
代
の
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
論
理
学
者
パ

l
ス

(2邑
g
∞
自
号

2
3
R
O
)
は
、
「
精
神
の
法
則
」
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こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

Z
S
)
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
当
時
〔
注
、
パ
l
ス
が
生
ま
れ
育
っ
た
一
八
三

0
1
四
0
年
代
を
指
す
〕
エ
マ
ソ
ン
や
ヘ
ッ
ジ
そ
し
て
彼
ら
の
友
人
は
自
分
達
が
シ
ェ
リ
ン

グ
か
ら
学
び
と
っ
た
、
ま
た
シ
ェ
リ
ン
グ
が
プ
ロ
チ
ノ
ス
か
ら
、
ベ

l
メ
か
ら
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
人
物
か
は
神
の
み
が
御
存
知
だ
が
、

東
方
の
奇
怪
な
神
秘
主
義
に
蝕
ま
れ
た
何
者
か
の
精
神
か
ら
学
び
と
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
観
念
を
播
き
散
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
に
徴
し
て
も
、
エ
マ

I
ソ
ン
の
「
自
然
」
観
、
「
詩
人
」
観
の
背
後
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
ひ
と
つ
の
源
流
と
す
る
思
想
の
系

譜
が
深
く
流
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。



W 

こ
う
し
た
エ
マ

l
ソ
ン
思
想
を
前
提
に
据
え
た
と
き
、
透
谷
の
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
と
そ
の
反
映
の
起
点
は
、
従
来
の
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」

で
は
な
く
、
そ
の
文
学
的
出
発
期
に
ま
で
遡
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

集
」
に
次
の
よ
う
な
透
谷
日
記
の
一
節
が
あ
る
。
(
傍
線
引
用
者
)
0

た
と
え
ば
、
明
治
三
十
五
年
版
『
透
谷
全
集
』

の
「
透
谷
子
漫
録
摘

詩
人
は
須
ら
く
日
を
見
、
月
を
見
て
区
々
た
る
科
学
的
の
算
当
に
拘
泥
せ
ざ
る
べ
し
、
万
物
悉
く
詩
人
の
前
に
は
記
号
耳
、
其
裏
面
こ

そ
汝
が
研
究
す
べ
き
目
的
物
な
り
。

(
明
お
・

6
・
日
)

凡
そ
詩
人
は
自
ら
作
り
し
に
あ
ら
ず
、
他
よ
り
作
ら
れ
し
な
り
。
自
ら
詩
人
と
し
て
生
る
れ
ど
、
是
を
し
て
詩
を
作
る
の
詩
人
た
ら
し

め
、
世
界
の
霊
秘
を
発
表
す
る
の
詩
人
た
る
は
、
他
よ
り
な
さ
る
、
な
り
。

(
同
年
6
・
M
)
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前
者
は
露
伴
に
関
わ
る
記
述
、
後
者
は
西
行
を
め
ぐ
る
一
節
だ
が
、
傍
線
部
に
示
さ
れ
た
詩
人
観
が
エ
マ

l
ソ
ン
の
そ
れ
と
一
致
す
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
エ
マ

l
ソ
ン
の
詩
人
観
を
踏
ま
え
た
蘇
峰
「
新
日
本
の
詩
人
」
(
『
国
民
之
友
』
)
が
明
治
二
十
一
年
八
月
の
発
表
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
二
十
三
年
の
段
階
で
透
谷
の
視
野
に
エ
マ

l
ソ
ン
の
自
然
観
・
詩
人
観
が
入
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
。

一
方
、
文
学
作
品
と
し
て
エ
マ

1
ソ
ン
の
影
響
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
は
、
劇
詩
「
蓬
莱
曲
」
(
明
M
・
5
)

で
あ
る
。
次
は
そ
の
序

文
の
一
筋
で
あ
る
。

蓬
莱
山
は
大
東
に
詩
の
精
を
近
発
す
る
、
千
古
不
変
の
泉
源
を
置
け
り
、
田
夫
も
之
に
対
し
て
は
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ヨ
ン
を
感
じ
、
学

童
も
之
に
対
し
て
詩
人
と
な
る
、
余
も
亦
た
彼
等
と
同
じ
く
蓬
莱
山
獄
に
対
す
る
詩
人
と
な
れ
る
こ
と
久
し
、

自
然
の
絶
大
な
風
景
が
人
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、
詩
人
た
ら
し
め
る
、
と
い
う
考
え
方
が
こ
こ
に
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
る
。



蘇
峰
『
静
思
余
録
』
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
エ
マ

l
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
イ

E
E旬
、
守
ミ
芯
R
.
2
S
U
)
と
基
本
的
に
同

趣
旨
な
が
ら
、
詩
人
論
と
い
う
重
要
な
側
面
が
欠
落
し
て
い
る
。
明
治
二
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
蘇
峰
の
こ
の
文
章
を
こ
の
段
階
で
透
谷
が

読
ん
で
い
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
が
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
「
自
然
」
や
「
詩
人
」
と
結
び
合
わ
せ
る
考
え
方
は
エ
マ

i
ソ
ン
か
ら

直
接
に
得
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

次
は
「
蓬
莱
曲
」
冒
頭
の
主
人
公
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。

ふ

み

か

み

ふ

み

書
の
無
き
折
は
ま
た
/
狂
ふ
ま
で
読
む
自
然
の
書
、
世
の
あ
や
し
き
奥
、
/
物
の
理
、
世
の
態
も
/
早
や
荒
方
は
窮
め
学
び
つ
、
生
命

し
ん

の
/
未
来
の
世
の
事
ま
で
/
自
づ
か
ら
神
に
入
り
て
ぞ
悟
り
に
き
。

背
後
に
パ
イ
ロ
ン
「
マ
ン
ブ
レ
ッ
ド
」
や
ゲ
l
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
示
す
一
節
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
「
自
然
」
に
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「
か
み
」
の
ル
ピ
を
振
り
、
こ
れ
を
「
書
物
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
読
み
と
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
と
し
て
と
ら
え
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
自
然
を
「
聞
か
れ
た
書
物
」
と
す
る
エ
マ

i
ソ
ン
思
想
ー
ー
も
し
く
は
そ
の
思
想
的
系
脈
ー
ー
と
の
共
通
性
を
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
初
期
受
容
の
延
長
線
上
に
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
評
論
は
エ
マ

l
ソ
ン
の
E
h
ミ
~
を
ふ
ま
え
る
が
、
透
谷
文
学
の
そ
の
後
の
展
開
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
重
要
な
意

味
を
担
う
点
は
、
い
わ
ゆ
る
「
想
世
界
」
と
「
実
世
界
」
と
が
明
瞭
に
区
別
さ
れ
、
「
詩
人
」
が
想
世
界
に
属
す
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
「
恋
愛
」
と
「
詩
人
」
と
が
ひ
と
つ
の
回
路
で
結
ぼ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
「
厭
世
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
「
蓬
莱

曲
」
同
様
、
「
想
世
界
」
は
い
ま
だ
「
実
世
界
」
に
対
す
る
否
定
形
の
形
で
し
か
と
ら
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
が
具
体
的
に
体
系
化
さ
れ

て
い
く
過
程
は
、
透
谷
の
な
か
で
「
詩
人
論
」
が
成
立
し
て
い
く
過
程
に
重
な
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
「
内
部
生
命
論
」
(
明
お
・

5
)

に
至
る

た
め
の
道
程
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。



そ
の
最
初
の
「
詩
人
論
」
と
し
て
の
結
実
が
「
松
島
に
於
て
芭
蕉
翁
を
読
む
」
(
明
お
・

4
)

で
あ
る
。

天
地
粋
あ
り
、
山
水
美
あ
り
、
造
化
之
を
包
み
て
景
勝
の
地
に
於
て
其
一
端
を
露
は
す
な
り
。
詩
性
あ
る
者
が
景
勝
の
地
に
来
り
て
、

神
動
き
気
躍
る
は
至
当
の
理
な
り
、
然
れ
ど
も
、
景
勝
の
地
は
僅
に
造
化
が
包
裡
す
る
粋
美
の
一
端
な
る
事
を
知
ば
、
景
勝
其
自
身
に

対
す
る
観
念
は
甚
だ
大
な
ら
ず
し
て
、
景
勝
を
通
じ
風
光
を
貫
い
て
造
化
の
秘
蔵
に
進
み
、
其
粋
美
を
領
得
す
る
は
量
詩
人
の
職
に
あ

ら
ず
や
。

、一不

l
チ
ユ
ア

「
造
化
」
の
語
は
、
「
荘
子
」
を
背
景
と
し
つ
つ
、
芭
蕉
「
笈
の
小
文
」
冒
頭
の
「
造
化
」
と
呼
応
す
る
が
、
「
内
部
生
命
論
」
に
「
造
化
」

の
用
例
が
あ
る
よ
う
に
、
本
質
は
む
し
ろ
、
。

5
5訟
を
そ
の
深
奥
に
包
み
込
む
「
自
然
」
の
意
に
近
く
、
そ
の
自
然
観
・
詩
人
観
は
エ
マ

l

ソ
ン
の
論
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

景
色
は
独
り
文
字
を
殺
す
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
「
我
」
を
も
没
了
す
る
者
な
る
事
な
り
。
(
中
略
)
我
も
凡
て
の
物
も
一
に
帰
し
、
広
大
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勝
景
は
多
少
の
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ヨ
ン
を
何
人
に
も
与
ふ
る
者
な
り
。
(
中
略
)
然
る
に
わ
れ
に
新
に
悟
る
と
こ
ろ
あ
り
、
即
ち
絶
大
の

な
る
一
が
凡
て
を
占
領
す
。
(
中
略
)
こ
h

に
至
れ
ば
詩
歌
な
く
、
景
色
な
く
、
何
を
我
、
何
を
彼
と
見
分
る
術
な
き
な
り
、
之
を
冥
交

と
日
ひ
、
契
合
と
も
号
る
な
れ
。

こ
こ
に
出
る
「
広
大
な
る
こ
も

C
5
5
g
に
相
応
す
る
。
絶
大
な
景
色
の
前
に
一
匂
も
作
ら
ず
立
ち
去
っ
た
芭
蕉
の
「
没
了
」
の
例
は

エ
マ

l
ソ
ン
の
詩
人
観
と
一
見
背
馳
す
る
か
に
見
え
る
が
、
詩
人
が
自
然
の
奥
に
。

5
5訟
を
と
ら
え
る
た
め
に
こ
そ
イ
ン
ス
ピ
レ
l
シ
ョ

ン
を
通
じ
た
冥
契
が
必
要
だ
と
す
れ
ば
、
百
蕉
の
例
は
、
一
般
の
「
勝
景
」
と
は
異
な
る
「
絶
大
の
景
色
」
ゆ
え
に
も
た
ら
さ
れ
る
、
そ
の
極

致
の
姿
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
そ
の
合
一
へ
の
願
望
に
老
荘
思
想
的
な
自
然
観
を
重
ね
読
む
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

の
ち
に
み
る
よ
う
に
、

エ
マ
1
ソ
ン
の
自
然
観
と
東
洋
思
想
と
の
関
わ
り
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



V 

以
上
の
よ
う
な
「
自
然
」
論
、
「
詩
人
」
論
の
集
約
点
に
「
内
部
生
命
論
」
が
位
置
す
る
。

造
化
の
権
は
大
な
り
、
然
れ
ど
も
人
間
の
自
由
も
亦
た
大
な
り
。
人
間
山
豆
造
化
に
帰
合
す
る
の
み
を
以
て
満
足
す
る
こ
と
を
得
べ
け
ん

や
。
然
れ
ど
も
造
化
も
亦
た
宇
宙
の
精
神
の
一
発
表
な
り
、
神
の
形
の
象
顕
な
り
、
そ
の
中
に
至
大
至
粋
の
美
を
篭
む
る
こ
と
あ
る
は

疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
、

セ
イ

詩
人
哲
学
者
の
高
上
な
る
事
業
は
、
実
に
此
の
内
部
の
生
命
を
語
る
よ
り
外
に
、
出
づ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
(
中
略
)
内
部
の
生
命

の
百
般
の
表
顕
を
観
る
の
外
に
彼
等
が
観
る
べ
き
こ
と
は
之
な
き
な
り
、
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「
内
部
生
命
」
す
な
わ
ち
「
イ
ン
ナ
l
ラ
イ
フ
」
は
、
人
間
の
心
の
最
奥
に
あ
っ
て
「
宇
宙
の
精
神
」
と
つ
な
が
る
場
所
を
さ
す
。
透
谷
は

こ
こ
で
、
人
間
の
内
部
生
命
の
と
ら
え
方
を
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
種
々
の
具
体
的
な
現
象
か
ら
客
観
的
に
内
部
の
生
命
を
観

察
す
る
「
写
実
派
」
、
他
は
「
理
想
派
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
を
透
谷
は
次
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
。
リ
ア
リ
チ
l

文
芸
上
に
て
理
想
派
と
謂
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
人
間
の
内
部
の
生
命
を
観
察
す
る
の
途
に
於
て
、
極
致
を
事
実
の
上
に
具
鉢
の
形
と

な
す
も
の
な
り
。
(
中
略
)
ゆ
ゑ
に
文
芸
上
に
て
は
殆
ど
ア
イ
デ
ア
と
称
す
べ
き
も
の
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
之
あ
る
は
、
理
想
家
が

暫
ら
く
人
生
の
事
実
的
顕
象
を
離
れ
て
、
何
物
に
か
冥
契
す
る
時
に
於
て
あ
る
な
り
、
然
れ
ど
も
其
は
瞬
間
の
冥
契
な
り
(
中
略
)
瞬
間

の
冥
契
と
は
何
ぞ
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
是
な
り
、
こ
の
瞬
間
の
冥
契
あ
る
者
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ド
さ
れ
た
る
詩
人
と
は
云
ふ
な
り

(
中
略
)
畢
寛
す
る
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
宇
宙
の
精
神
即
ち
神
な
る
も
の
よ
り
し
て
、
人
間
の
精
神
即
ち
内
部
の
生
命
な
る
も



の
に
対
す
る
一
種
の
感
応
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
(
中
略
)
斯
の
感
応
あ
ら
ず
し
て
、
易
ん
ぞ
純
聖
な
る
理
想
家
あ
ら
ん
や
。

に
対
す
る
感
応
、

す
な
わ
ち
「
真
正
の
理
想
派
」
と
は
「
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ド
さ
れ
た
る
詩
人
」
の
謂
い
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
宇
宙
の
精
神
か
ら
人
間
の
精
神

つ
ま
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
直
接
に
内
部
生
命
を
と
ら
え
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
透
谷
の
詩
人
観
は
基
本
的
に
エ
マ

l
ソ
ン
思
想
の
上
に
形
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
「
内
部
生
命
論
」
以
降
、

そ
れ
が
透
谷
自
身
の
詩
人
論
の
基
盤
を
な
し
て
い
く
こ
と
は
、
下
記
の
よ
う
な
例
に
照
ら
せ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。

人
間
の
五
官
は
、
霊
魂
と
自
然
と
の
中
間
に
立
て
る
交
渉
器
な
り
。
(
中
略
)
霊
魂
の
一
側
は
常
に
此
の
交
渉
器
を
通
じ
て
、
自
然
と
相

対
峠
す
、
而
し
て
霊
魂
の
他
の
一
側
は
、
他
の
方
面
よ
り
「
想
像
」
の
眼
を
仮
り
て
、
自
然
の
向
ふ
を
観
る
な
り
、
自
然
を
越
え
て
、

自
然
以
外
の
物
を
視
る
な
り
。

(
「
熱
意
」
明
お
・

6
)
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造
化
の
妙
機
は
秘
し
て
其
最
奥
に
あ
る
な
り
。
人
間
の
最
奥
な
る
と
こ
ろ
、
之
を
人
間
の
空
と
言
ひ
、
造
化
の
最
奥
な
る
と
こ
ろ
之
を

造
化
の
霊
と
言
ふ
。
造
化
の
最
奥
!

造
化
の
霊
!

そ
こ
に
大
平
等
の
理
あ
る
な
り
。
そ
こ
に
天
地
至
妙
の
調
和
あ
る
な
り
。

(
「
万
物
の
声
と
詩
人
」
明
お
・

ω)

渠
〔
注
、
詩
人
を
指
す
〕
は
真
正
な
る
蓄
音
器
な
り
、
万
物
自
然
の
声
、
渠
に
蓄
へ
ら
れ
て
、
而
し
て
渠
が
為
に
世
に
啓
示
せ
ら
る
。
(
中

略
)
天
地
は
一
の
美
術
な
り
。
詩
人
な
く
ん
ば
誰
れ
か
能
く
斯
の
妙
機
を
聞
き
て
、
之
を
人
間
に
語
ら
ん
か
。

(
同
前
)

神
の
霊
と
の
親
し
き
関
係
は
、
心
の
奥
の
秘
宮
に
於
て
あ
り
。
(
中
略
)
心
は
神
の
事
を
経
験
す
る
為
に
与
へ
ら
れ
た
る
人
間
最
上
の
府



な
り
。
宇
宙
を
通
じ
て
書
か
れ
た
る
神
の
書
は
、
心
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
読
む
能
は
ず
。

(
「
心
の
経
験
」
明
お
・

m)

こ
れ
ら
一
連
の
詩
人
論
の
集
約
点
と
し
て
「
内
部
生
命
論
」
は
同
時
代
文
芸
理
論
の
中
で
も
突
出
し
た
成
果
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
よ
り
広
範
な
視
野
か
ら
位
置
づ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

透
谷
に
先
立
っ
て
本
質
的
な
文
芸
理
論
を
提
示
し
た
二
葉
亭
四
迷
の
「
小
説
総
論
」
(
明
円
・

4
)

に
は
、
具
体
的
な
現
象
と
し
て
現
れ
る

フ

ォ

ー

ム

イ

デ

l

種
々
の
「
形
象
」
の
中
に
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
通
じ
て
普
遍
的
な
「
意
」
を
と
ら
え
る
の
が
「
小
説
家
」
の
役
割
だ
と
す
る
芸
術

観
が
示
さ
れ
る
。
文
中
で
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
理
論
は
ベ
リ
ン
ス
キ
l
の
芸
術
論
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
て
い
る
。

一
般
に
、
こ

エ
マ

l
ソ
ン
の
「
自
然
」
論
と
同

時
期
に
あ
た
る
一
八
三

0
年
代
は
ロ
シ
ア
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
が
プ
ラ
ト
ン
哲
学
と
重
ね
て
受
容
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
時
期

に
ペ
リ
ン
ス
キ
ー
が
依
拠
し
て
い
た
の
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
で
あ
る
。
「
小
説
総
論
」
執
筆
に
際
し
て
二
葉
亭
が
拠
ろ
と
し
た
ベ
リ
ン
ス

こ
に
い
う
ベ
リ
ン
ス
キ
i
の
理
論
は
ヘ

l
ゲ
ル
の
観
念
論
美
学
に
依
拠
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

キ
i
の
「
芸
術
の
理
念
」
(
生
前
未
発
表
)
の
執
筆
が
一
八
四
一
年
初
頭
と
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
ヘ

l
ゲ
ル
美
学
自
体
が
シ
ェ
リ
ン
グ
美
学
を
基

-281-

盤
に
し
て
い
る
こ
と
を
も
視
野
に
入
れ
て
透
谷
の
詩
人
観
と
の
相
似
性
を
意
味
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
二
葉
亭
と
同
時
期
に
東
京
外
国
語
学

校
ロ
シ
ア
語
科
に
い
た
嵯
峨
の
屋
御
室
の
文
芸
理
論
も
、

一
方
で
仏
教
思
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
基
本
的
思
想
は
ベ
リ
ン
ス
キ
l
の
理
論

を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
葉
亭
同
様
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

フ

ォ

ー

ム

イ

デ

l

他
方
、
「
形
象
」
と
「
意
」
と
い
う
観
念
論
的
な
二
元
論
は
、
二
葉
亭
の
基
盤
思
想
と
も
い
う
べ
き
朱
子
学
の
「
理
・
気
」
も
し
く
は
「
体
・

用
」
の
二
元
論
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
に
も
同
様
の
世
界
像
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』

で恐怖一谷

が
「
心
は
「
自
然
」
を
我
が
用
と
し
て
保
つ
」
と
い
う
と
き
の
「
用
」
は
「
体
・
用
」
二
元
論
に
依
拠
し
て
い
る
。

二
葉
亭
・
嵯
峨
の
屋
と
は
別
の
位
置
に
い
た
の
が
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
系
譜
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
ハ
ル
ト
マ
ン
に
依
拠
し
た
森
鴎
外



で
あ
る
。
後
年
、
鴎
外
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

哲
学
に
於
て
は
医
者
で
あ
っ
た
為
め
に
自
然
科
学
の
統
一
す
る
所
無
き
に
惑
ひ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
無
意
識
哲
学
に
仮
の
足
場
を
求
め
た
。

恐
く
は
幼
い
時
に
聞
い
た
宋
儒
理
気
の
説
が
、
微
か
な
レ
ミ
ニ
ス
サ
ン
ス
と
し
て
心
の
底
に
残
っ
て
ゐ
て
、
針
路
を
シ
ヨ
オ
ベ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
流
派
に
引
き
附
け
た
の
で
あ
ら
う
か
。

(
「
な
か
じ
き
り
」
大
6
・
9
)

「
宋
儒
理
気
の
説
」
は
朱
子
学
の
「
理
・
気
二
元
論
」
を
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
系
譜
を
引
く
ド
イ
ツ
観
念
論
の
二
元

論
的
な
発
想
を
、
鴎
外
も
ま
た
自
ら
の
根
祇
を
成
し
た
儒
学
的
世
界
像
に
重
ね
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
)
O

明
治
二
十
年
代
の
文
芸
理
論
の
背
景
と
し
て
ド
イ
ツ
観
念
論
の
も
た
ら
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
が
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教

的
な
人
格
神
を
中
心
と
す
る
世
界
像
を
脱
し
て
観
念
論
的
な
世
界
像
を
構
築
し
た
こ
の
西
洋
思
想
を
受
け
入
れ
る
際
、
自
ら
の
内
に
あ
る
観

q
L
 

ウー-

念
論
的
な
東
洋
思
想
に
こ
れ
を
重
ね
て
受
容
す
る
、
と
い
う
当
時
の
知
識
人
共
通
の
精
神
風
景
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

VI 

他
方
、
透
谷
の
場
合
も
決
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
エ
マ

l
ソ
ン
思
想
を
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
透
谷
は
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
対
的
な
位

置
づ
け
の
中
で
仏
教
や
儒
教
、
あ
る
い
は
老
荘
思
想
に
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
根
抵
に
、
む
し
ろ
東
洋
的
な
思
想
風
土

が
重
く
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
せ
る
発
言
は
随
所
に
み
ら
れ
る
。

基
督
教
に
於
て
心
を
重
ん
ず
る
事
斯
の
如
し
。
唯
だ
夫
れ
老
荘
の
、
心
を
以
て
太
虚
と
な
し
、
こ
の
太
虚
こ
そ
真
理
の
形
象
な
り
と
認

む
る
如
き
、
又
は
陽
明
派
の
良
知
良
能
、
禅
僧
の
心
は
宇
宙
の
至
粋
に
し
て
心
と
真
理
と
殆
ど
一
鉢
視
す
る
が
如
き
は
基
督
教
の
心
を

備
へ
た
る
後
に
真
理
を
迎
ふ
る
も
の
と
同
一
視
す
べ
か
ら
ず

(
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
明
お
・

9
)



こ
こ
で
は
老
荘
思
想
、
陽
明
学
、
禅
学
が
キ
リ
ス
ト
教
と
の
差
異
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
透
谷
の
理
解
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
思

想
の
観
念
論
的
・
唯
心
論
的
な
共
通
性
を
前
提
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
標
題
の
「
秘
宮
」
の
概
念
が
、
ク
エ

i
カ
リ
ズ
ム
を
基
盤
に
し

つ
つ
陽
明
学
の
発
想
を
も
踏
ま
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
指
摘
が
備
わ
る
。

ま
た
、
た
と
え
ば
「
蓬
莱
曲
」
の
舞
台
と
な
る
蓬
莱
山
は
道
教
的
な
神
仙
世
界
と
仏
教
的
な
天
上
世
界
と
の
融
合
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
描
か

れ
て
い
た
し
、
芭
蕉
や
西
行
へ
の
傾
倒
の
背
後
に
も
仏
教
的
隠
逸
思
想
と
老
荘
的
自
然
観
と
の
重
層
が
読
み
と
れ
る
。
「
禅
は
実
に
日
本
に
於

て
哲
学
上
、
文
学
上
、
宗
教
上
の
最
大
要
素
な
り
」
(
『
文
界
近
状
』
明
お
・
日
)
と
い
う
評
価
も
透
谷
は
示
し
て
い
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
東
西
思
想
の
合
流
点
に
お
け
る
創
造
的
な
思
想
こ
そ
が
透
谷
の
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
発
言
に
明
ら
か

で
あ
る
。た

る
思
想
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

一
顧
の
価
な
し
と
信
ず
る
の
止
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
か
。
(
中
略
)
誰
か
能
く
剛
強
な
る
東
洋
趣
味
の

ウ/剖

今
日
の
思
想
界
に
欠
乏
す
る
と
こ
ろ
は
創
造
的
勢
力
な
り
と
。
(
中
略
)
鳴
呼
不
幸
な
る
は
今
の
国
民
か
な
。
彼
等
は
洋
上
を
渡
り
来
り

上
に
、
真
珠
の
如
き
西
洋
思
想
を
調
和
し
得
る
も
の
ぞ
、
出
で
よ
詩
人
、
出
で
よ
真
に
国
民
大
な
る
思
想
家
。

(
「
国
民
と
思
想
」
明
お
・

7
)

透
谷
に
エ
マ

l
ソ
ン
を
受
け
入
れ
さ
せ
た
基
盤
に
透
谷
内
部
の
こ
う
し
た
思
想
風
土
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
な
お
詳
細
に
検
証
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
併
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
点
は
、
エ
マ

l
ソ
ン
の
思
想
そ
れ
自
体
の
中
に
東
洋
思
想

が
深
く
流
れ
込
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
硲
o

エ
マ

l
ソ
ン
の
著
作
に
は
随
所
に
東
洋
思
想
に
関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
が
、
次
は
ヨ

i

ロ
ッ
パ
思
想
へ
の
東
洋
思
想
の
影
響
に
関
す
る
言
及
の
例
で
あ
る
。

こ
の
思
想
〔
注
、
道
徳
観
念
を
指
す
〕
は
、
敬
度
で
膜
想
的
な
東
洋
人
の
心
に
、
つ
ね
に
深
く
宿
っ
て
い
た
。
こ
の
思
想
が
、
も
っ
と
も
純



粋
な
形
で
現
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
、
ペ
ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
、
中
国
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
ヨ
i

ロ
ッ
パ
の
宗
教
的
な
衝
動
は
い
つ
も
東
洋
の
天
才
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
東
洋
の
聖
な
る
詩
人
た
ち
が
歌
っ
た
も
の
を
、
す
べ

て
健
全
な
心
の
持
ち
主
は
、
快
い
も
の
、
真
の
も
の
と
思
っ
た
。

(
「
神
学
部
講
演
」
)

ま
た
、
イ
ン
ド
仏
教
の
観
念
論
的
性
格
に
つ
い
て
は
次
の
発
言
が
あ
る
。

物
質
世
界
の
高
尚
な
用
途
は
、
思
想
を
表
現
す
る
た
め
の
象
徴
や
絵
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
点
に
あ
る
と
い
う
こ
の
信
念
を
、
イ

ン
ド
人
は
、
極
端
な
ま
で
論
理
的
に
お
し
進
め
た
。
彼
等
は
、
仏
陀
に
従
い
、
我
々
が
「
自
然
」
と
称
す
る
外
界
は
現
実
的
に
存
在
せ

ず
現
象
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
を
彼
等
の
宗
教
の
中
心
的
な
教
義
と
し
た
。

(
「
詩
と
想
像
力
」
日
∞

-a)

東
洋
思
想
に
関
す
る
エ
マ

l
ソ
ン
の
言
及
の
中
で
も
最
も
顕
著
な
の
が
「
代
表
的
人
間
』
(
河
合

S
S
Sミ
ミ
3
-∞
凶
。
)
巻
頭
の
「
哲
学
者

プ
ラ
ト
ン
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
エ
マ

l
ソ
ン
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
の
経
典
で
あ
る
「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
の
中
か
ら
、
真
理
の
奥
に
不
滅
の
実
在
が

284-

あ
る
と
す
る
一
節
を
引
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
哲
学
は
求
心
的
で
あ
る
と
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

ど
の
民
族
に
も
、
万
物
の
根
底
に
横
た
わ
る
一
な
る
者
に
想
い
を
ひ
そ
め
た
い
と
願
う
精
神
の
持
ち
主
が
い
る
。
(
中
略
)
こ
の
よ
う
な

心
の
動
き
の
最
も
み
ご
と
な
表
現
は
、
東
方
の
宗
教
室
田
の
中
に
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
の
聖
典
、
す
な
わ
ち
「
ベ

l
ダ』

ゃ
「
バ
ガ
パ
ッ

ド
・
ギ
i
タ』

や
『
ビ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
i
ナ』

の
中
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
思
想
だ

け
に
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
を
た
た
え
る
言
葉
は
純
粋
で
荘
厳
な
高
い
調
子
の
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
て
エ
マ
!
ソ
ン
は
プ
ラ
ト
ン
思
想
を
東
西
思
想
の
融
合
と
し
て
意
味
づ
け
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
高
く
評
価
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ト
ン
観
が
先
に
み
た
自
然
観
・
芸
術
観
と
論
理
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
次
の
一
節
に
明
ら

か
で
あ
る
。



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
美
点
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
頭
脳
の
中
で
結
び
つ
い
て
い
る
。
形
而
上
学
と
自
然
科
学
と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精

神
を
表
現
し
た
。
そ
し
て
そ
の
土
台
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
ア
ジ
ア
の
宗
教
を
据
え
る
の
だ
。
(
中
略
)
二
つ
の
要
素
を
こ
の
よ
う
に
自

由
に
使
い
わ
け
る
こ
と
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
力
づ
よ
さ
と
魅
力
の
秘
密
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
芸
術
は
た
っ
た
ひ
と
つ
の
実
体
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
現
象
に
た
く
し
て
表
現
し
、
思
想
は
一
な
る
者
を
そ
れ
自
体
で
知
ろ
う
と
つ
と
め
、
詩
歌
は
そ
れ
を
多
様
性
に
よ
っ
て
、
す

な
わ
ち
つ
ね
に
物
あ
る
い
は
象
徴
に
よ
っ
て
歌
い
あ
げ
よ
う
と
つ
と
め
る
。
(
中
略
)

ユ
ピ
テ
ル
の
神
を
刻
ん
だ
貨
幣
の
裏
表
を
、
プ
ラ

ト
ン
は
絶
え
ま
な
く
ひ
つ
く
り
か
え
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
土
台
に
ア
ジ
ア
の
宗
教
を
据
え
た
プ
ラ
ト
ン
観
、
あ
る
い
は
、

つ
ね
に
東
西
両
思
想
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
芸
術

宗
教
・
詩
歌
の
な
か
に
「
一
な
る
も
の
」
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
プ
ラ
ト
ン
観
が
、
そ
の
ま
ま
エ
マ

l
ソ
ン
の
自
画
像
で
も
あ
る
こ
と
は
言

西
思
想
の
融
合
、
と
り
わ
け
東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
「
一
な
る
も
の
」

へ
の
志
向
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

巧
J
h

う
ま
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
プ
ラ
ト
ン
論
を
み
る
限
り
、

エ
マ

I
ソ
ン
は
プ
ラ
ト
ン
思
想
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
プ
ラ
ト
ン
の
中
に
あ
る
東

エ
マ

i
ソ
ン
思
想
の
補
助
概
念
と
し
て
東
洋
思
想
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
エ
マ

i
ソ
ン
思
想
に
と
っ
て
東
洋
思
想
は

そ
の
原
点
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

エ
マ

l
ソ
ン
が
、
い
つ
、
何
と
い
う
本
を
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
た
か
を
調
査
し
た
閃
・
者

-nggp局
長
き
さ
同
ミ

5
5
p
a認

(
s
a
a
)
と
い
う
文
献
が
あ
る
。
調
査
対
象
図
書
館
お
よ
び
対
象
期
間
は
回

g
Eロ
K
C
F
O
E
S
B
(
同∞凶
C
l
H
∞
芯
)
、
出
向
〈
時
仏
門
。
ロ
o
m
o
巴
官
民
山
、

(
-
∞
コ
ー
-
ま
∞
)
、
出
向
〈
同
色
ロ
日
i
E
3ふ
わ
町
。
。
-
(
日
∞
い
む
l
H
∞い
N

甲
)
だ
が
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、

エ
マ

l
ソ
ン
は
一
八
二
六
年
か
ら
度
々
プ
ラ
ト
ン

の
著
作
を
借
り
出
し
て
い
る
。

一
方
、

リ
ス
ト
の
初
期
か
ら
東
洋
関
係
の
文
献
を
抽
出
す
れ
ば
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
∞
訟
の
。
巳
5
2
p
き
き
(
冨
向
島
B
S
)
¥
旨
g
F
N
S平
ミ
g
c
S
N
Oさ
ミ
ミ
(

N

)
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ツ
観
念
論
哲
学
と
東
洋
思
想
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
総
合
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
事
実
が
エ
マ

l
ソ
ン
周
辺
の
思
想
的
基
盤
に
東
洋
思
想
へ
の
強
い
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

刊

透
谷
が
受
容
し
た
エ
マ

i
ソ
ン
思
想
は
、

エ
マ

l
ソ
ン
の
総
体
で
は
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
な
思
想
体
系
と
は
別
に
、

エ
マ

l
ソ
ン
に
は

政
治
論
や
友
情
論
、
紳
士
論
と
い
っ
た
日
常
的
な
エ
ッ
セ
イ
も
少
な
く
な
い
が
、
透
谷
が
言
及
し
、
あ
る
い
は
受
容
し
た
の
は
、

い
わ
ば
根

祇
に
お
い
て
観
念
論
的
な
自
然
観
と
深
く
関
わ
っ
た
エ
マ

i
ソ
ン
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
蘇
峰
の
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
と
異
な
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
こ
に
透
谷
の
エ
マ

l
ソ
ン
受
容
の
本
質
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
、
再
度
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
に
触

自
然
は
エ
マ
ル
ソ
ン
に
よ
り
て
最
早
現
実
の
現
実
と
し
て
考
へ
ら
れ
ず
、
不
十
分
な
が
ら
も
、
独
逸
の
新
傾
向
を
通
じ
て
彼
の
中
に
潜
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れ
て
お
く
。

み
入
り
た
る
仏
教
的
思
想
は
、
彼
を
し
て
牢
固
な
る
現
世
の
傍
ら
に
、
輪
廻
無
常
中
の
純
理
観
を
尊
奉
せ
し
め
た
る
な
り
。
自
然
に
対

す
る
観
念
の
、
特
に
エ
マ
ル
ソ
ン
に
於
て
異
な
る
と
こ
ろ
あ
る
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
に
存
す
と
謂
ふ
も
不
可
な
し
。

仏
教
と
の
関
わ
り
を
も
っ
「
独
逸
の
新
傾
向
」
の
語
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
シ
ョ

l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
を
想
起
さ
せ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
と
仏
教
思
想
を
背
景
と
す
る
「
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
」
(
観
念
論
)
が
エ
マ

l
ソ
ン
の
自
然

観
を
形
成
し
た
と
す
る
明
瞭
な
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
マ

l
ソ
ン
評
価
が
透
谷
独
自
の
も
の
か
、
先
行
文
献
に
拠
る
も
の
か
は
、

に
わ
か
に
は
断
じ
が
た
い
が
、
こ
れ
が
透
谷
の
エ
マ

l
ソ
ン
理
解
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

仏
教
思
想
に
限
ら
ず
、
東
洋
思
想
と
エ
マ

l
ソ
ン
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は

『
エ
マ
ル
ソ
ン
』

の
な
か
に
少
な
か
ら
ぬ
言
及
が
な
さ
れ
て



い
る
。
そ
の
ご
く
一
部
を
抜
奉
す
る
。

斯
の
如
く
西
洋
的
精
神
の
充
溢
せ
る
国
々
の
過
去
及
び
未
来
を
鑑
み
て
、
彼
は
恐
ら
く
、
我
が
米
国
の
百
年
千
年
の
長
計
は
、
此
の
積

極
的
活
動
的
思
想
に
加
ふ
る
に
何
物
か
を
以
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
思
ひ
得
た
ら
ん
か
。
之
を
以
て
彼
は
遠
く
之
を
亜
細
亜
に
尋
ね

た
り
、
彼
は
好
ん
で
波
斯
の
詩
を
読
め
り
、
彼
は
マ
ホ
メ
ツ
ト
を
読
め
り
、
彼
は
更
に
独
逸
の
新
傾
向
を
利
用
し
て
遥
東
の
印
度
的
寂

静
を
味
へ
り
、
孔
子
を
読
め
り
、
ブ
ラ
マ
を
歌
へ
り
。
(
中
略
)
此
の
報
告
者
、
此
の
雑
物
の
人
に
し
て
始
め
て
、
極
め
て
真
塾
な
る
心

を
以
て
、
「
自
然
」
の
奥
義
を
窺
ふ
こ
と
を
得
る
な
り
。
彼
は
嬰
児
の
虚
心
を
以
て
、
「
自
然
」
の
意
義
を
探
れ
り
、
之
を
以
て
彼
は
彼

の
種
族
に
於
て
、
東
西
両
世
界
の
思
想
の
大
秘
蔵
を
結
合
せ
り
。

此
の
「
こ
な
り
、
彼
の
東
西
を
兼
ね
た
る
は
、
此
の
「
こ
な
り
、
彼
に
西
洋
的
神
の
思
想
と
、
東
洋
的
神
の
思
想
と
を
調
和
せ
し
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め
た
る
も
の
は
。
彼
は
東
洋
的
の
神
よ
り
、
客
観
性
の
「
心
」
を
取
れ
り
、
彼
は
西
洋
的
の
神
よ
り
、
主
観
性
の
「
心
」
を
取
れ
り
、

而
し
て
主
観
客
観
を
合
一
し
て
、
恰
も
カ
ン
ト
を
奉
ず
る
か
の
如
く
、
純
理
を
し
て
第
一
原
因
の
地
位
に
立
た
し
め
、
「
心
」
を
以
て
一

切
万
物
の
中
心
に
坐
せ
し
め
た
り
。

透
谷
の
こ
の
よ
う
な
エ
マ

l
ソ
ン
評
価
の
形
は
、

エ
マ

l
ソ
ン
の
プ
ラ
ト
ン
評
価
と
ほ
と
ん
ど
相
似
形
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ニL

マ
l
ソ
ン
思
想
の
本
質
を
東
西
思
想
の
融
合
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
る
透
谷
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
透
谷
自
身
の
世
界
像
を
語
る
言
葉
で

も
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

み
だ

「
思
想
の
最
極
は
円
環
な
り
。
切
り
に
東
洋
の
思
想
に
執
着
す
る
も
愚
な
り
、
切
り
に
西
洋
思
想
に
心
酔
す
る
も
療
な
り
」
と
い
う
言
葉
が

透
谷
「
国
民
と
思
想
」
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
透
谷
は
、
は
る
か
な
思
想
的
円
環
の
、
ひ
と
つ
の
結
節
点
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



日注(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
福
田
光
治
「
北
村
透
谷
の
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
」
(
昭
お
・

3

『
英
米
文
学
』
引
号
)
に
具
体
的
な
指
摘
が
あ
る
。

以
下
、
エ
マ

l
ソ
ン
著
作
の
訳
文
は
、
す
べ
て
『
エ
マ
ソ
ン
選
集
』
(
日
本
教
文
社
、
昭
旬
以
j
M
)
に
よ
る
。

「
一
な
る
も
の
」
の
概
念
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
人
格
神
と
明
確
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
の
な
か
で
透
谷
も
次
の
よ
う

パ

l
ソ
ニ
ハ
イ
ド
・
ゴ
ッ
ト

に
指
摘
し
て
い
る
。
「
彼
は
或
意
味
に
於
て
は
無
神
論
者
な
り
。
彼
は
屡
「
神
」
と
い
ふ
語
を
人
的
神
と
背
馳
せ
る
意
味
に
用
ひ
た
り
、

エ
ッ
セ
ン
ス

或
論
に
て
は
彼
は
「
純
理
」
を
以
て
神
と
同
一
視
せ
り
、
或
論
に
て
は
彼
は
大
素
を
以
て
神
を
表
せ
り
、
(
中
略
)
是
等
一
切
の
も
の
こ
冗
素
、

ホ
ー
ル

一
切
の
も
の
、
原
因
に
し
て
、
す
べ
て
の
関
係
を
離
れ
た
る
も
の
、
凡
て
の
双
対
を
離
れ
た
る
も
の
、
即
ち
「
全
」
な
る
も
の
、
之
を
以
て

神
と
せ
り
」
。

(
4
)
川
窪
啓
資
「
R
・
W
・
エ
マ
ソ
ン
の
自
然
観
」
(
『
麗
津
レ
ヴ
ュ

l
一
英
米
文
化
研
究
』
平
8
・
5
)
、
高
木
大
幹
「
エ
マ
ソ
ン
と
美
」
(
『
中
部

工
業
大
学
紀
要
』
(
昭
制
・
日
)
、
斎
藤
光
『
エ
マ
ソ
ン
』
(
昭
刀
・

5
)
等。

(
5
)

『
代
表
的
人
間
』
(
Z
U
C
)
第
二
章
「
神
秘
に
生
き
る
人
|
|
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
」
で
エ
マ

1
ソ
ン
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
に
つ
い
て
「
万

物
が
そ
の
究
極
の
と
こ
ろ
で
共
有
し
て
い
る
類
似
に
た
い
し
て
彼
の
思
想
は
い
つ
も
注
が
れ
て
い
る
。
彼
は
、
万
物
を
そ
の
法
則
と
い
う
点

か
ら
み
た
の
で
あ
り
、
構
造
の
類
似
で
は
な
く
、
機
能
の
類
似
と
い
う
点
か
ら
み
た
の
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
一
方
、
「
象
徴
を
認
識
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
万
物
の
詩
的
な
構
造
や
、
精
神
と
物
質
と
の
本
質
的
な
結
び
つ
き
を
理
解
し
た
こ
の
人
物
が
、
そ
の
認
識
か
ら
自
然
、
つ
ま
れ

て
く
る
は
ず
の
詩
的
な
表
現
の
道
具
を
、
な
に
ひ
と
つ
持
た
な
い
ま
ま
に
終
始
し
た
」
と
し
、
「
生
気
の
う
せ
た
散
文
」
で
綴
ら
れ
る
そ
の
思

想
を
「
過
去
の
記
念
碑
」
と
し
て
否
定
的
に
意
味
づ
け
て
い
る
。

(
6
)
引
用
は
『
シ
ェ
リ
ン
グ
著
作
集
3
同
一
哲
学
と
芸
術
哲
学
』
(
平
時
・

3
、
燈
影
社
)
に
よ
る
。
以
下
、
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
の
引
用
は
問
書
に
よ
る
。

(
7
)
た
だ
し
、
「
世
界
霊
」
の
概
念
自
体
は
プ
ラ
ト
ン
や
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
す
で
に
み
ら
れ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
響
下
で
ゲ
i

テ
も
同
様
の
発
想
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
絶
対
者
」
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
ト
ン
や
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
言
う
「
一
者
」
と
相
似
す
る
こ
と
は

視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
8
)
カ
l
ラ
イ
ル
や
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
受
容
に
つ
い
て
詳
述
の
余
裕
は
な
い
が
、
カ

l
ラ
イ
ル
に
つ
い
て
は

2
邑
2
同
国
言
。
-
P

(
U
h
q
N
X
n
G
S札
c
q
s
S
M
3
p
o
h
h
h
p
H
~
弓~川wig--~
色、
(suhF)

に
詳
し
い
。
ま
た
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、
岡
本
昌
夫
『
コ

l
ル
リ
ッ
ジ

評
伝
と
研
究
』
(
昭
判
・

4
、
あ
ぽ
ろ
ん
社
)
に
、
同
日

-Z円
片
岡

g
p
E可
F
2
2
久
町
、
認
可
h
p
可
。
ミ
ミ
ョ

(
S
N∞
)
を
ふ
ま
え
た
言
及
が
あ
る
。
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(
9
)
斎
藤
光
前
掲
書
。

(
叩
)
引
用
は
『
パ

l
ス
著
作
集
3

形
市
上
学
』
(
昭
臼
・
叩
、
頚
草
書
房
)
に
よ
る
。

(
日
)
以
下
、
透
谷
の
引
用
は
『
透
谷
全
集
』
(
昭
お
・

7
1
却・

9
、
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。

(
ロ
)
福
田
知
子
は
「
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」
と
明
治
浪
漫
主
義
」
(
『
門
。
話
回
E
g』
第
三
号
、
平
問
・

3
、
立
命
館
大
学
)
で
、
透
谷
の
イ

ン
ス
ピ
レ
l
シ
ヨ
ン
論
が
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
美
的
直
観
」
に
つ
な
が
る
と
し
、
自
然
と
精
神
の
同
一
性
に
つ
い
て
も
シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
哲

学
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
透
谷
思
想
と
シ
ェ
リ
ン
グ
思
想
と
の
類
縁
の
指
摘
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
エ
マ

l
ソ
ン
思
想
と
の
関
係

が
問
わ
れ
な
い
た
め
、
類
似
関
係
を
も
た
ら
す
背
景
に
視
野
が
及
ば
な
い
憾
み
が
あ
る
。
同
論
文
を
収
め
た
著
書
『
詩
的
創
造
の
水
脈
ー
ー

北
村
透
谷
・
金
子
築
水
・
園
頼
三
・
竹
中
郁
|
|
』
(
平
加
・
日
、
晃
洋
書
房
)
で
は
エ
マ

i
ソ
ン
思
想
と
透
谷
と
の
関
わ
り
が
論
じ
ら
れ
る

が
、
そ
こ
に
は
シ
ェ
リ
ン
グ
思
想
へ
の
言
及
が
な
い
。

な
お
、
雑
誌
『
平
和
』
編
集
な
ど
を
通
じ
て
透
谷
が
関
わ
っ
た
フ
レ
ン
ド
派
、
す
な
わ
ち
ク
エ
ー
カ
ー
派
の
教
義
に
も
、
人
間
の
心
の

イ
ン
ナ

l
ラ
イ
ト

「
内
な
る
光
」
に
対
す
る
神
か
ら
の
直
接
的
啓
示
と
い
う
発
想
が
示
さ
れ
る
が
、
エ
マ

l
ソ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
神
」
の
概
念
を
観
念
論

的
な
方
向
に
移
行
さ
せ
、
か
っ
「
詩
人
論
」
の
体
系
の
中
で
論
じ
て
い
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
点
で
、
文
芸
理
論
と
し
て
書
か
れ
た
「
内

部
生
命
論
」
の
思
想
体
系
は
エ
マ

I
ソ
ン
に
根
ざ
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(
日
)
坂
庭
淳
史
「
フ
ョ

l
ド
ル
・
チ
ユ
ツ
チ
ェ
フ
研
究
l
i
ゆ
世
紀
ロ
シ
ア
の
「
自
己
意
識
」
|
|
」
(
平
成
凶
年
佐
民
早
稲
田
大
学
博
士
論
文
)
、
同
「
プ

ラ
ト
ン
と
愛
智
会
、
シ
ェ
リ
ン
グ
ヴ
ェ
ネ
ヴ
ィ
l
チ
ノ
フ
の
詩
人
像
を
中
心
に
」
(
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
『
「
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー

ラ
シ
ア
学
の
構
築
」
研
究
報
告
集
加
』
平
円
・

3
)
等
参
照
。

(
M
)
金
子
幸
彦
「
ベ
リ
ン
ス
キ
l
に
お
け
る
国
民
性
の
概
念
」
(
『
一
橋
論
叢
』
昭
刀
・

6
)
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
研
究
者
協
会
文
学
部
会
編
『
ロ
シ
ヤ
文

学
研
究
第
四
集
ベ
リ
ン
ス
キ
l
特
集
』
(
昭
M
・
日
)
所
収
論
文
等
参
照
。

(
日
)
嵯
峨
の
屋
の
文
芸
理
論
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
嵯
峨
の
屋
御
室
に
お
け
る
浪
漫
主
義
の
生
成
」
(
『
文
学
』
昭

ω
・
日
)
を
参
照

さ
れ
た
い
。

(
凶
)
鴎
外
に
お
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
受
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初
期
鴎
外
に
お
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
受
容
」
(
『
文
学
』
平
ゆ
・

3
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
口
)
山
田
謙
次
「
「
秘
宮
」
成
立
試
論

l
|
儒
教
に
お
け
る
「
独
」
の
観
念
|
|
」
広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会
『
近
代
文
学
試
論
』
(
昭
日
・
日
)

(
日
)
エ
マ

I
ソ
ン
思
想
と
東
洋
思
想
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
文
献
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
早
い
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
著
書
が
挙
げ
ら
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れ
る
。
∞
者
自
民

P
E
E
S門
戸
町

s
n
E
S
Q
S
R出
S
§
ミ
p
回

2
8口
一
司

F
O
J
N
a
g
s
n
g
g
p
S
H
∞

者
・
∞
・
ロ

5
5主唱
M
a
p
m
s
§
ミ
Q

G

ミ
ミ
ミ
q
s
M
4
5ミ
h
p
F

。凶向。
E
d巳
5
2
-
q司
自
由

P
S
N
∞

p
o品。一同宮
7
2
(リ日.唱。
E
o
p
同
き
町
、
旬
。
『

N
G
R円
み
と
お
@
(
リ

mgσ
巳
門
日
開
。
一
一
出
向
〈
民
円
目
白
旦
〈
O
H
回昨日、

3
1
2∞ゆ

S凶
(

)

日
本
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
野
山
嘉
正
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
エ
マ
ソ
ン
の
受
容
|
|
徳
冨
蘇
峰
と
北
村
透
谷
の
場
合
|
」
(
学

習
院
高
等
科
『
研
究
紀
要
』
昭
必
・

3
)
、
許
培
寛
「
エ
マ
ソ
ン
の
超
絶
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
|
透
谷
文
学
に
対
す
る
思
想
的
影
響
の

前
提
と
し
て
|
|
」
(
筑
波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
『
文
学
研
究
論
集
』
平
8
・
3
)
、
同
「
エ
マ
ソ
ン
思
想
に
お
け
る
汎
神
論
的
要
素
を
め
ぐ
っ

て
|
|
透
谷
と
の
関
連
を
中
心
に
|
|
」
(
問
、
平

m
・
3
)
な
ど
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
エ
マ

l
ソ
ン
思

想
の
根
幹
と
ど
の
よ
う
な
論
理
で
結
び
つ
い
て
い
る
か
と
い
う
本
質
的
な
点
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
な
お

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

セ
i
リ

ン

グ

へ

l
ゲ

ル

(
ゆ
)
こ
れ
よ
り
先
、
井
上
円
了
は
『
仏
教
活
論
序
論
』
(
明
加
・

2
)
で
「
舎
倫
氏
ノ
哲
学
ハ
相
対
ノ
外
ニ
絶
対
ヲ
立
ツ
ル
ヲ
以
テ
歌
傑
爾
氏
駁
シ

テ
相
絶
両
対
不
離
ナ
ル
所
以
ヲ
誼
セ
リ
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
観
念
論
的
発
想
と
仏
教
の
「
両
対
不
離
説
」
と
の
同
質
性
を
論
じ
て
い
る
。
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[
付
記
]
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
訪
問
研
究
員
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
エ
ン
チ
ン
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
間
の
調
査
を
も

と
に
、
翌
九
三
年
十
一
月
に
慶
鷹
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
で
報
告
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
と
は
す
で
に
二
十
年
前
に
属
す
る
が
、
そ
の
後
、

資
料
の
再
精
査
の
機
会
を
得
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
進
展
し
た
研
究
の
動
向
を
で
き
る
だ
け
本
稿
に
反
映
す
る
こ
と
を
期
し

た
が
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
再
稿
を
期
し
た
い
。


